
 

 

新 潟 県 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ ー ン 住 宅 取 得 助 成 金 交 付 要 綱  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 柏 崎 市 へ の 定 住 促 進 及 び 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図

る こ と を 目 的 に 、 定 住 の た め の 住 宅 を 取 得 す る に 当 た り 、 資 金 を 借

り 入 れ る 転 入 者 に 対 し 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 助 成 金 を 交 付 す る

こ と に つ い て 、 新 潟 県 柏 崎 市 補 助 金 等 交 付 規 則 （ 昭 和 ５ ０ 年 規 則 第

２ ９ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項

を 定 め る も の と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

⑴  定 住  本 市 に お い て 、 長 期 に わ た り 居 住 す る 意 思 を も っ て 住 宅

を 取 得 し 、 当 該 住 宅 の 所 在 地 を 住 所 地 と し て 住 民 基 本 台 帳 法 （ 昭

和 ４ ２ 年 法 律 第 ８ １ 号 ） に 基 づ く 住 民 基 本 台 帳 に 記 載 し 、 か つ 、

当 該 住 所 地 を 生 活 の 本 拠 と す る こ と を い う 。  

⑵  取 扱 金 融 機 関  株 式 会 社 第 四 北 越 銀 行 、 株 式 会 社 大 光 銀 行 、 柏

崎 信 用 金 庫 、 新 潟 縣 信 用 組 合 、 新 潟 大 栄 信 用 組 合 、 新 潟 県 労 働 金

庫 及 び え ち ご 中 越 農 業 協 同 組 合 の 国 内 営 業 店 を い う 。  

⑶  取 得 契 約  定 住 住 宅 の 購 入 、 建 築 又 は 増 改 築 等 に 係 る 工 事 請 負

契 約 又 は 売 買 契 約 を い う 。  

⑷  資 金  取 扱 金 融 機 関 と 金 銭 消 費 貸 借 契 約 を 締 結 し た 取 得 契 約

に 係 る 借 入 金 を い う 。  

⑸  転 入 者  他 の 市 区 町 村 に 居 住 し て い た 者 で 、 当 該 他 の 市 区 町 村

か ら 柏 崎 市 に 住 民 登 録 し た も の を い う 。  

⑹  転 入 日  転 入 者 が 当 市 に 住 民 登 録 し た 日 を い う 。  

⑺  市 内 事 業 者  建 設 業 又 は 不 動 産 業 を 営 ん で い る 者 で 、 市 内 に 本

社 を 有 す る 法 人 又 は 住 所 を 有 す る 個 人 事 業 主 を い う 。  

⑻  市 税 等  市 の 債 権 を い う 。  

（ 助 成 対 象 者 ）  

第 ３ 条  助 成 金 の 交 付 対 象 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る 者 と



 

 

す る 。  

⑴  助 成 金 の 交 付 を 受 け た 日 か ら ５ 年 を 超 え て 定 住 す る 計 画 及 び

意 思 が あ る 者  

⑵  転 入 日 か ら ３ 年 以 内 に 定 住 住 宅 を 取 得 し た 者 又 は 転 入 日 以 前

１ 年 以 内 に 定 住 住 宅 を 取 得 し た 者  

⑶  定 住 住 宅 の 取 得 に 係 る 取 扱 金 融 機 関 か ら の 資 金 の 借 入 額 が ２

０ ０ 万 円 以 上 で 、 か つ 、 融 資 期 間 が ５ 年 以 上 で あ る 者  

⑷  取 得 契 約 を 締 結 し た 者  

⑸  定 住 住 宅 の 取 得 、 建 築 、 改 築 等 に 係 る 取 得 契 約 の 額 が ２ ０ ０ 万

円 以 上 で あ る 者  

⑹  定 住 住 宅 の 不 動 産 登 記 が 完 了 し た 者  

⑺  納 付 す べ き 納 期 限 の 到 来 し た 市 税 等 を 完 納 し て い る 者  

⑻  生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） に よ る 保 護 を 受 け て

い な い 者  

⑼  生 計 を 一 に す る 世 帯 全 員 が 暴 力 団 員 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行

為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ７ ７ 号 ） 第 ２ 条 第 ６ 号

に 規 定 す る 暴 力 団 員 を い う ） で な い 者  

２  同 一 定 住 住 宅 取 得 へ 助 成 金 の 交 付 申 請 を で き る も の は 、 １ 人 と す

る 。  

（ 助 成 金 の 額 ）  

第 ４ 条  交 付 対 象 者 へ の 助 成 金 の 額 は １ ０ 万 円 と し 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 要 件 を 満 た す 場 合 は 、 こ れ に そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 額 を 加 え 、

合 算 し た 額 と す る 。  

⑴  市 内 事 業 者 に よ る 定 住 住 宅 取 得 の 場 合  １ ０ 万 円  

⑵  申 請 時 に 転 入 者 の 世 帯 が ３ 人 以 上 の 場 合  １ ０ 万 円  

⑶  申 請 時 に 転 入 者 の 世 帯 に １ ８ 歳 未 満 の 子 が い る 場 合  子 １ 人

に つ き ５ 万 円  

（ 助 成 金 の 交 付 条 件 ）  

第 ５ 条  規 則 第 ５ 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 交 付 条 件 は 、 次 の と お り と す

る 。  



 

 

⑴  生 計 を 一 に す る 世 帯 全 員 が 、 過 去 に 新 潟 県 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ ー ン

住 宅 資 金 助 成 金 交 付 要 綱 （ 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 告 示 第 ５ ５ 号 ） に よ る

助 成 金 を 受 け て い な い こ と 。  

⑵  同 一 交 付 対 象 者 へ 助 成 金 の 交 付 は 、 １ 回 限 り と す る 。  

⑶  前 ２ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 の 定 め に 従 う こ と 。  

（ 助 成 金 の 交 付 申 請 及 び 実 績 報 告 ）  

第 ６ 条  助 成 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者（ 以 下「 申 請 者 」と い う 。）

は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 ご と に 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 期 間

内 に 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ ー ン 住 宅 取 得 助 成 金 交 付 申 請 書 兼 実 績 報 告 書

（ 別 記 第 １ 号 様 式 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

⑴  転 入 日 か ら ３ 年 以 内 に 定 住 住 宅 を 取 得 し た 者  住 宅 を 取 得 し

た 日 か ら 起 算 し て １ 年  

⑵  転 入 日 以 前 １ 年 以 内 に 定 住 住 宅 を 取 得 し た 者  転 入 日 か ら 起

算 し て １ 年  

２  申 請 者 は 、 前 項 に 規 定 す る 交 付 申 請 及 び 実 績 報 告 の 際 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

⑴  定 住 住 宅 の 登 記 事 項 証 明 書  

⑵  定 住 住 宅 取 得 に 係 る 工 事 請 負 契 約 書 又 は 売 買 契 約 書 の 写 し  

⑶  定 住 住 宅 に 係 る 金 銭 消 費 貸 借 契 約 書 の 写 し  

⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

（ 助 成 金 の 交 付 決 定 及 び 額 の 確 定 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、前 条 に 規 定 す る 申 請 が あ っ た と き は 、そ の 内 容 を 審

査 し 、 交 付 の 可 否 を 決 定 し 、 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ ー ン 住 宅 取 得 助 成 金 交

付 決 定 通 知 書 兼 確 定 通 知 書 （ 別 記 第 ２ 号 様 式 ） 又 は 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ

ー ン 住 宅 取 得 助 成 金 不 交 付 決 定 通 知 書 （ 別 記 第 ３ 号 様 式 ） に よ り 、

申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 助 成 金 の 返 還 等 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、 交 付 決 定 者 が 次 の 各 号 い ず れ か に 該 当 す る と 認 め ら

れ る と き は 、 助 成 金 の 交 付 決 定 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 消 す こ と が で

き る 。  



 

 

 ⑴  助 成 金 の 申 請 に 関 し 、 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 が あ っ た と 認 め ら

れ る と き 。  

 ⑵  生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） に よ る 保 護 を 受 け る

こ と に な っ た と き 、 又 は 暴 力 団 等 の 反 社 会 的 勢 力 関 係 者 に 該 当 す

る と 認 め ら れ た と き 。  

 ⑶  市 税 等 を 滞 納 し た と き 。  

 ⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め た と き 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 助 成 金 の 交 付 の 決 定 の 全 部 又 は 一 部 を  

取 り 消 し た 場 合 に お い て 、 既 に 助 成 金 が 交 付 さ れ て い る と き は 、 助

成 金 の 全 部 又 は 一 部 の 返 還 を 命 じ る こ と が で き る 。  

３  市 長 は 、 前 ２ 項 の 規 定 に よ り 交 付 決 定 者 に 損 害 が 生 じ る こ と が あ っ

て も 、 そ の 賠 償 の 責 め を 負 わ な い 。  

（ そ の 他 ）  

第 ９ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 助 成 金 の 交 付 に 関 し 必 要 な 事

項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  新 潟 県 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ ー ン 住 宅 資 金 助 成 金 交 付 要 綱 に よ る 補 助 金

の 支 払 に つ い て は 、 失 効 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。  

（ 失 効 ）  

３  こ の 要 綱 は 、令 和 ９ 年 ３ 月 ３ １ 日 限 り 、そ の 効 力 を 失 う 。た だ し 、

助 成 金 の 支 払 に つ い て は 、 令 和 ９ 年 ５ 月 ３ １ 日 ま で の 間 は 、 な お そ

の 効 力 を 有 す る 。  

附  則  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。  

附  則  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。  

附  則  



 

 

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 決 裁 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  改 正 前 の 様 式 で 使 用 に 差 し 支 え の な い も の は 、 当 分 の 間 そ の ま ま

こ れ を 使 用 し 、 又 は 所 要 の 調 整 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。  

附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 令 和 ３ 年 １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  改 正 前 の 様 式 で 使 用 に 差 し 支 え の な い も の は 、 当 分 の 間 そ の ま ま

こ れ を 使 用 し 、 又 は 所 要 の 調 整 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。  

附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 令 和 ４ 年 １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 の 施 行 の 際 既 に 改 正 前 の 新 潟 県 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ ー ン 住 宅

取 得 助 成 金 交 付 要 綱 の 規 定 に よ っ て な さ れ た 手 続 又 は 提 出 さ れ た

書 類 は 、 そ れ ぞ れ 改 正 後 の 新 潟 県 柏 崎 市 Ｕ ・ Ｉ タ ー ン 住 宅 取 得 助 成

金 交 付 要 綱 の 規 定 に よ っ て な さ れ た 手 続 又 は 提 出 さ れ た 書 類 と み

な す 。  

３  こ の 要 綱 の 施 行 の 際 改 正 前 の そ れ ぞ れ の 様 式 に よ る 用 紙 で 現 に 残

存 す る も の は 、 当 面 の 間 、 そ の ま ま 使 用 し 、 又 は 所 要 の 修 正 を 加 え

て 使 用 す る こ と が で き る 。  

附  則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 令 和 ５ 年 ２ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  改 正 前 の 様 式 で 使 用 に 差 し 支 え の な い も の は 、 当 分 の 間 そ の ま ま



 

 

こ れ を 使 用 し 、 又 は 所 要 の 調 整 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。  

 


